
町内の方：FAX 0854‒52‒2377　奥出雲町農林土木課
町外の方：FAX 0852‒66‒3586　NPO法人もりふれ倶楽部
（頂いた個人情報は、本講演会または研修会の出席を確認する目的以外には利用いたしません。）

TEL 0854‒52‒2673
TEL 0852‒66‒3586

切り取り線

奥出雲町オロチの深山きこりプロジェクト2016
啓発イベント参加者募集！

副業として林業収入を得たいと考えている方

持ち山をきちんと管理したい方

森林整備・林業に関心のある方

定年退職後の生活設計を林業でと考えている方

　5年目を迎える奥出雲町オロチの深山きこ
りプロジェクトは、新しい展開を図ります。
　継続的に間伐を繰り返し、立木の価値を上
げていく自伐型林業の育成塾を開催します。
　自伐型林業は、健全な森をつくり、木材の
質・量及び採算性を持ち合わせた魅力的なビ
ジネスと成り得ると考えています。
　自伐型林業は、循環する持続可能な地域づ
くりを生み、新しい定住対策を築く架け橋と
成り得ると考えています。

「健全な森づくりを次世代に！」
を合言葉に実績を積んできた
仁多郡林業研究グループが、
優れた講師と一緒に自伐型林
業のノウハウを伝えます。

プロが
教える

第1弾
持ち山の価値
を知ろう！

第2弾
森づくりは
道づくりから！

両方を受講すれば、持
ち山の価値を認識し、
自らの森づくり経営を
連想できる仕組みと
なっているよ！

イメージキャラクター
きこプロくん

申し込み
FAX

■申込条件：下記のどれかに当てはまる方

①きこりプロジェクト会員の方。

②奥出雲町民または町内に山林を所有している個人の方で

　きこりプロジェクトに今後入会したい方。

③町外の方で自伐型林業に興味のある方。(若干名）

副業的自伐林家育成塾を開催！
（第1弾）

平成29年2月25日、26日  山のたな卸し診断

（第2弾）

平成29年3月17日、18日  道づくり・森づくり講習会

＊全日参加費無料！
＊詳しくは裏面をご覧ください！

お名前

受講名

日程・講師 2/25（土）中島氏

山のたな卸し診断 山のたな卸し講習

2/26（日）中島氏

道づくり講習

3/17（金）橋本氏

森づくり講演

3/18（土）橋本氏

参加に○

ご住所 連絡先（電話） 人数



イメージキャラクター
きこプロくん

第１弾

現地講習

座学

現地講習

座学

日　　時：2月25日（土）13時集合
集合場所：サイクリングターミナル

ロビー（送迎バスで移動）
現　　地：下阿井山林
準 備 物：お飲みもの

筆記用具
服　　装：長袖・長ズボン、山靴、手袋

ヘルメット（ある方のみ）

山のたな卸し診断
兵庫県丹波市から木材コーディネー
ター中島彩氏を迎え、山の価値を評価す
る方法を学びます。山林で試験伐採した
木とその周辺の木々からデータを取得
し、持ち山の価値を数値で表すことがで
きます。

山のたな卸し講座
昨日のデータを基に10年後の価値を試
算（主に計算）します。標準地の立木調
査（樹高、年齢、胸高直径、キズ、曲り、
腐れ等）から山の価値を数値化します。
みなさんの持ち山に活かせるように詳
しく解説頂きます。

道づくり講習
徳島県で100haの森林経営を営む橋本
光治氏を迎え、小型バックフォーでモデ
ル作業道の敷設を行います。山の起伏を
読み、支障木をなるべく出さずに切り高
1.5m以内・幅員2m程度の崩れにくい
作業道づくりをご覧ください。

森づくり講演
昨日に引き続き、道づくりの原理と森づ
くり経営（森林経営）のノウハウを教わ
ります。自伐型林業は健全な森をつく
り、採算性を持ち合わせた魅力的なビジ
ネスであることを教わります。

日　　時：2月26日（日）13時集合
場　　所：サイクリングターミナル

2階会議室
準 備 物：筆記用具（ノート持参）
服　　装：普段着

日　　時：３月17日（金）13時集合
場　　所：サイクリングターミナル

ロビー（送迎バスで移動）
準 備 物: お飲みもの

筆記用具
服　　装：長袖・長ズボン、山靴、手袋

ヘルメット（ある方のみ）

日　　時：3月18日（土）13時集合
場　　所：サイクリングターミナル

2階会議室
準 備 物：筆記用具（ノート持参）
服　　装：普段着

山のたな卸し

第2弾 道づくり・森づくり

内容

内容

主催：奥出雲町オロチの深山きこりプロジェクト実行委員会
共催：仁多郡林業研究グループ・島根県東部農林振興センター雲南事務所・仁多郡森林組合・NPO法人もりふれ倶楽部・奥出雲町

■副業的自伐林家育成塾のスケジュール

自伐型林業

環境保全型林業

持続的林業経営

価値創造型林業

国土の7割を占める山林が一斉に伐期を向かえ、
自伐型林業は「地方創生の鍵」として期待され、
全国各地で広がりを見せています。木質バイオ
マス利活用の基盤をつくり、山に優しくて小さ
な林業の取組みを進める地域活動団体「奥出雲
町オロチの深山きこりプロジェクト」が考える
自伐型林業は、採算性と環境保全を両立する持
続的な森林経営です。


